
 

ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会
会
報 

６
月
１
日 

ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会
総
会
を
開
催 

６
月
１
日
、
市
ヶ
谷
駅
付
近
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
私
学
会
館
に
お
い

て
、
第
12
回
ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

当
日
は
、
60
名
を
超
え
る
会
員
の
皆
さ
ん
と
、
約
20
名
の
村
か
ら
の
来
賓

を
お
迎
え
し
て
、
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

総
会
で
は
、
平
成
24
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
、
平
成
25
年
度
事
業
計
画

及
び
予
算
に
つ
い
て
、
議
事
が
行
わ
れ
、
満
場
一
致
で
決
議
さ
れ
ま
し
た
。 

終
了
後
、
同
会
場
に
お
い
て
、
交
流
会
が
行
わ
れ
、
久
し
ぶ
り
に
あ
っ
た

友
人
や
来
賓
の
皆
さ
ん
と
昔
話
に
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。 

                

 
 

南
鴨
区 

大
塚
山
の
夏
祭
り 

７
月
27
日
（
土
）、
28
日
（
日
）
に
か
け
て
木
島
平
中
学
校 

グ
ラ
ン
ド
周
辺
で
大
塚
山
の
夏
祭
り
を
行
い
ま
す
。 

                      

日程 時間 場所 内容 

27 日 

（土） 

屋台 

午後６時頃 

花火 

午後８時頃 

中学校 

グランド 

長野以北で唯一の恒例２尺玉

や、感動を呼ぶ大ナイヤガラを

始め、お祝いや記念等の「大煙

火大会」を開催します。 

６月 30日まで、お祝いや記念の

花火の受付中です。 

28 日 

（日） 

南鴨分館発 

午後３時頃 

柱松子 

午後４時頃 

南鴨分館 

～大塚山 

国の選択無形文化財で村の指

定文化財でもある「南鴨柱松子」

が行われます。 

柱松子は、大きな柱の先端に

御幣や榊を付け、それへの点火

を競う行事で、現在、飯山市小

菅や内山でも行われています。 

問合せ 
木島平村大塚沖改良区内 土屋喜久夫 

（０２６９）８２－４６１０ 

平
成
25
年
６
月
17
日
発
行 

 

会
報 

第
120
号 



 

「
ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会
」
総
会
に
参
加
し
て 

山
口
出
身 

高
木
好
一 

 

私
は
、
山
口
出
身
で
、
昭
和
38
年
度
木
島
平
中
学
校
卒
業
生
で
す
。
同
窓

生
は
、
２
２
４
名
の
５
ク
ラ
ス
で
し
た
。
い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
で
す
。
当

時
の
山
口
は
、
37
世
帯
の
小
さ
な
部
落
で
し
た
が
、
９
名
の
仲
間
が
い
ま
し

た
。 私

は
、
ま
だ
継
続
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
会
社
人
間
で
す｡

退
職
し
ま
す

と
人
と
の
つ
な
が
り
が
少
な
く
な
り
寂
し
く
な
る
と
先
輩
な
ど
か
ら
聞
い
て

お
り
ま
し
た
の
で
丁
度
良
か
っ
た
で
す
。
会
社
で
は
、「
信
州
県
人
会
」
が
あ

り
、
30
数
名
の
Ｏ
Ｂ
会
員
が
い
て
、
年
に
２
回
ほ
ど
定
期
的
に
親
睦
会
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
。 

「
ふ
る
さ
と
会
」
が
あ
る
こ
と
は
兄
か
ら
聞
い
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
機
会

が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
し
た
。
今
回
、「

ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会

」
総
会
に
参
加
す
る
機
会
に

恵
ま
れ
初
め
て
参
加
し
ま
し

た
。
最
初
は
、
少
し
心
細
か

っ
た
で
す
。
参
加
者
は
先
輩

た
ち
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

ど
こ
か
に
年
少
の
頃
の
面
影

あ
り
直
ぐ
に
打
ち
解
け
、
ほ

っ
と
し
ま
し
た
。
話
を
し
て

い
る
と
、
自
然
に
当
時
の
田

舎
の
様
子
、
あ
の
人
の
近
況

な
ど
に
話
が
弾
み
不
思
議
で

す
ね
。 

 

総
会
で
は
、
前
年
度
の
事
業
報
告
、
本
年
度
の
事
業
計
画
等
の
話
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
来
賓
の
芳
川
村
長
か
ら
現
在
、
村
で
取
り
組
ん
で
い
る
「

農
村
文
明
の
創
生
と
持
続
可
能
な
村
づ
く
り
」
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
話
の

中
で
、
昭
和
３
０
年
の
合
併
当
時
、
約
８
，
２
０
０
人
だ
っ
た
人
口
も
現
在

で
は
、
約
４
，
７
３
５
名
ま
で
減
少
し
て
お
り
、
５
，
０
０
０
人
の
規
模
を

な
ん
と
し
て
も
維
持
し
て
行
く
と
の
こ
と
、
是
非
「
村
力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
５
，
０
０
０
」
の
成
功
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

さ
て
、
い
よ
い
よ
懇
親
会
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
が
入
り
ま
す
と
、
話
も
弾

み
ま
す
。
話
を
し
て
い
る
と
兄
弟
、
姉
妹
、
い
と
こ
、
親
戚
等
の
参
加
者
が

多
く
び
っ
く
り
、
さ
す
が
に
「
ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会
」
と
納
得
し
ま

し
た
。 

 

木
島
平
特
産
の
日
本
酒
、
ワ
イ
ン
な
ど

い
た
だ
き
ま
し
た
。
余
興
で
は
、「
上
木
島

民
謡
」、
「
往
郷
民
謡
」
、「
穂
高
民
謡
」
、
「

県
歌
」、
「
村
歌
」
な
ど
が
歌
わ
れ
有
意
義

な
１
日
で
し
た
。
お
土
産
と
し
て
、
今
が

旬
の
「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」
、「
き
の
こ
」
な

ど
い
た
だ
き
ま
し
た
。
是
非
今
度
は
同
級

生
な
ど
に
話
を
し
、
参
加
を
進
め
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

「
ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会
」
の
ま

す
ま
す
の
発
展
を
祈
願
し
ま
す
。 

 

 

会
報
原
稿
募
集
中
！ 

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
願
い
し
ま
す
。 

【
送
付
先
】
〒
３
８
９
の
２
３
９
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木
島
平
村
役
場
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ふ
る
さ
と
応
援
団
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務
局 

fax
０
２
６
９
の
８
２
の
４
１
２
１ 

✉k
icho@k

ijimad
aira.j

p 

ま
で 

村力再生プロジェクト５，０００ 


